
Ⅱ　令和８年度主要事業等の概要

1 施策体系別主要事業等一覧

令和８年度農業行政の重点方針で定めた重点施策の体系別に主要事業等を整理したものです。

〔表の見方〕

基本項目１　時代のニーズに対応した県産食品の安定供給（豊かな食）

施策１　県民による豊かなみやぎの食と農への理解と地産地消の促進

No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

1
食育・地産地消推進事
業

県産農林水産物に対する理解向上や消費・
活用の促進を図るため、食育や地産地消の
推進、みやぎ農産の日の普及啓発及び地産
地消推進店の拡大を図る。

10,984 食産業振興課 3

2
むらまち交流拡大推進
事業

農山漁村地域における都市住民やインバウ
ンドの体験、宿泊受け入れ体制の整備を図
るため、各種研修会の開催などによる情報
発信等を実施する。

3,832
農山漁村なりわい

課 2

小計 0 14,816

施策２　市場ニーズの変化に対応する県産食品の販売力強化

No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

1

食材王国みやぎの
「食」ブランド化推進
プログラム事業（地域
イメージ確立推進事
業）

知事のトップセールスや民間企業との連
携、食材王国みやぎ公式SNSなどによるみや
ぎの食材や産地に関する情報発信により、
地域イメージである「食材王国みやぎ」の
確立を推進する。

3,496 食産業振興課 3

2
【新規】
「食材王国みやぎ」魅
力発信・販路拡大事業

「食材王国みやぎ」が誇る食材の魅力を直
接提案する機会や、直接触れ、食べる機会
の創出により、全国の実需者・流通関係者
及び消費者へ広く周知し、県産品の消費拡
大・継続利用を図る。

19,731 食産業振興課 3 創

3 物産展等開催事業
全国主要都市の百貨店で物産展を開催する
ことにより、本県産品の展示販売と誘客の
ための観光ＰＲを実施する。

9,171 食産業振興課

4

首都圏等における「県
産品が売れる仕組みづ
くり」販路拡大支援事
業

県産品と消費者との接点を増やす取組等を
実施し、県産品が売れる仕組みづくりを支
援することで、販路拡大や販路開拓の更な
る拡充を図る。

7,408 67,979 食産業振興課 2 3
創
政

○事業名
　・「新・宮城の将来ビジョン推進事業」に位置付けられている事業は、原則として「新・宮城の将来ビジョン推進事業」名で記載
　　しています。
　・新規事業は事業名の先頭に【新規】と記載しています。
○R７年度補正予算
　・R７年度補正予算のうち、国のR７年度補正でR８年度も実施する事業の予算額を記載しています。
○主要事業No
　・「主要事業概要一覧（ｐ.23記載）」の事業No.を記載しています。
○将来ビジョン
　・「新・宮城の将来ビジョン推進事業」について、「新・宮城の将来ビジョン」の取組の番号を記載しています。（ｐ.49参照）
○その他
　以下のとおり、記載しています。
　・「地域未来交付金（地域未来推進型）」が含まれている場合→「創」（ｐ.52参照）
　　（旧デジタル田園地方創生推進交付金事業、旧新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付金））
　※「地域未来交付金（地域未来推進型）」を活用する予定の事業については、予算執行上の制約により同一の経費を
　　R7補正予算とR8当初予算の双方に計上している場合があります。
　・「みやぎ環境税活用事業」が含まれている場合→「環」　（ｐ.53参照）
　・「みやぎ発展税活用事業」が含まれている場合→「発」　（ｐ.54参照）
　・「産業廃棄物税」が含まれている場合→「廃」　            （ｐ.55参照）
　・「宿泊税」が含まれている場合→「宿」                       （ｐ.56参照）
　・「重点支援地方交付金」が含まれている場合→「重」
　・旧政策課題枠事業→「政」
　・再掲事業→「(再)」
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No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

5
県産品デジタルマーケ
ティング展開支援事業

新たな接点創出と急速に進むＥＣ市場への
対応を加速的に進めるため、事業者のＥＣ
参入を促し、各種データの活用による商品
開発等につなげ、事業者の自立的成長を目
指す。

22,078 50,671 食産業振興課 3 3 創

6
みやぎの食材バリュー
チェーン展開プロジェ
クト

地域食材を活用した商品開発経費の補助や
商談会の開催等により、一次産品の仕入か
ら製品の流通・販売に至る各段階における
付加価値を高め、食のバリューチェーンを
展開する。

27,098 37,509 食産業振興課 3
創
廃
環

7

【新規】
食材王国みやぎ「売れ
るを生み出す」プロ
ジェクト

食品製造業者等が地域産業の多様な関係者
と自発的に連携しながら、マーケットニー
ズに応じたビジネスを展開していく手法を
習得することで、持続的に「売れるを生み
出す」実現力の強化を支援する。

7,400 食産業振興課 3 創

8
食品製造業経営力強化
支援事業

食品製造業者の経営改善に向けて、経営課
題の洗い出しから事業の再構築に向けた活
動の実施までの一連の過程をサポートする
とともに、人材育成に関するセミナーを実
施する。

27,875 食産業振興課 4 3 発

9

首都圏等における「県
産品が売れる仕組みづ
くり」戦略確立支援事
業

専門家の助言等により食品製造事業者の課
題や状況を整理するとともに、食のマー
ケットを戦略的に捉えるための売れる商品
開発力と商談戦略力の強化を支援する。

28,567 食産業振興課 2 3
創
政

10
米・麦・大豆食農連携
支援事業

県産米・麦・大豆について、県内生産者又
は生産団体と食品製造業者等が連携して取
り組む商品開発・販路拡大に必要な経費の
一部補助及び連携のためのマッチング会の
開催により、実需者ニーズに対応した県産
米・麦・大豆の生産拡大を実現する。

6,168 13,747
みやぎ米推進課
食産業振興課 12 3

創
政

11 宮城米広報宣伝事業

「米どころ宮城」の知名度向上と、宮城米
の消費及び販路の拡大を図るため、宮城米
マーケティング推進機構を実施主体とし
て、首都圏等大消費地でのＰＲ活動等の販
売支援を行う。

8,478 みやぎ米推進課

12
はたけまるごと活用事
業

販売ロス軽減や物流改善、露地園芸作物の
生産性向上に向けて、生産者、流通業者、
実需者が連携した計画に対し、必要な機械
等の導入・整備を支援する。

53,000 園芸推進課 3
創
政

13
みやぎの畜産銘柄推進
強化事業

震災後の本県畜産業の復興と健全な発展を
図るため、県、ＪＡなど関係団体等で組織
する各協議会が行う消費拡大、銘柄確立の
事業に対して補助する。

3,149 畜産課 3

小計 62,752 330,773

施策３　県民への安全・安心な食料の安定供給

No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

1
農林水産物放射性物質
対策事業

県産農林水産物の放射性物質検査を実施す
る。 4,068 食産業振興課 1 復3

2
野生鳥獣放射能対策事
業

出荷制限一部解除認定の県内施設における
イノシシ及びニホンジカ肉について、放射
性物質の測定を行い、個体ごとの出荷の可
否を確認する。

9,482 農山漁村なりわい課 1 復3

3
土壌由来リスク対策事
業

カドミウム低吸収性イネの現地導入実現に
向け、品種育成と現地実証を行う。また、
カドミウムとヒ素両方を吸収抑制できる技
術の検討を行う。

3,135 みやぎ米推進課 3

4
ＧＡＰ認証取得推進事
業（農産物）

研修会の開催などにより国際水準ＧＡＰの
導入推進や人材育成を図るとともに農業教
育機関の認証取得を支援し、後継者世代の
理解浸透を図る。

2,480 みやぎ米推進課 3
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No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

5 農産物放射能対策事業
県産農産物等の放射性物質濃度を測定し、
農産物等の安全確認を行うとともに、結果
を公表し不安の解消を図る。

18,800 園芸推進課 1 復3

6
放射性物質影響調査事
業（畜産）

原乳、牧草等粗飼料等の放射性物質検査を
実施し、本県畜産物の安全性を確認する。 9,950 畜産課 1 復3

7
給与自粛牧草等処理円
滑化事業

放射性物質に汚染され利用できなくなった
稲わら等の一時保管施設の設置等を行い、
保守管理を行う。

18,104 畜産課 復3

8
肉用牛出荷円滑化推進
事業

牛肉の放射性物質モニタリングとして、出
荷される廃用牛の枝肉の放射性物質を検査
するほか、適正な飼養管理の徹底のための
調査指導を行う。

75,856 畜産課 1 復3

9
ＧＡＰ認証取得推進事
業（畜産物）

畜産農家が持続可能で安定した経営を続け
るため、畜産物の安全性の担保となるＪＧ
ＡＰ又はＧＬＯＢＡＬＧ．Ａ．Ｐへの取組
を推進する。

209 畜産課 3

10 家畜伝染病予防事業

家畜伝染病の発生予防とまん延防止、安全
な畜産物の安定供給を図るため、家畜伝染
病予防法に基づき、牛海綿状脳症（BSE）や
高病原性鳥インフルエンザをはじめとする
各種家畜の伝染性疾病対策を継続的に実施
する。

47,352 家畜防疫対策室

11
豚熱等発生予防対策事
業

養豚場での豚熱の発生予防を目的に、豚熱
ワクチン接種と免疫付与状況確認検査を実
施する。

73,363 家畜防疫対策室

12
家畜保健衛生費（老朽
化対策を含む）

家畜保健衛生所及び解剖施設の維持管理を
行うほか、死亡牛ＢＳＥ検査に係る施設の
管理を行う。

79,442 家畜防疫対策室

13
獣医師養成確保就学資
金給付事業

将来、宮城県職員（獣医師）として従事す
ることを志望する獣医学生に就学資金を給
付する等、獣医師職員の参入を図る。

1,230 家畜防疫対策室 4

14
家畜衛生対策事業（老
朽化対策を含む）

ＢＳＥ等の動物由来感染症への対応、動物
用医薬品の適正使用、伝染性疾患及び慢性
疾病への対策を図るため、家畜保健衛生所
による高度な検査診断技術の提供と最新で
的確な指導を行う。

37,405 家畜防疫対策室

小計 0 380,876

基本項目２　次代の人材育成と革新技術の活用による戦略的な農業の展開（儲ける農業）

施策４　環境との調和に配慮した持続可能な農業の推進

No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

1
みどりの食料システム
戦略推進事業費

「宮城県みどりの食料システム戦略推進基
本計画」の推進のため、環境負荷低減の取
組の拡大、定着に向けた農業者へのサポー
ト体制（みどりトータルサポートチーム）
の運営支援を行う。

3,237 農業政策室 10

2
グリーンな栽培体系加
速化事業

みどりの食料システム戦略の実現に向け
て、産地に適した「環境に優しい栽培技術
等」と「省力化に資する先端技術」を取り
入れた「グリーンな栽培体系」への転換を
推進するため、産地に適した栽培技術を検
証し定着を図る。

40,400 農業振興課

3
みやぎ由来の肥料増産
加速化事業

化学肥料の使用量や肥料コストの低減を図
るため、地域未利用資源となっている県内
の下水汚泥等を活用した肥料の製造及び供
給体制を整備する。

1,349 みやぎ米推進課 廃
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No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

4
環境にやさしい農業定
着促進事業

「みやぎの環境にやさしい農産物認証・表
示制度」による特別栽培農産物の生産者の
掘り起こしや認証等により、環境と調和し
た持続可能な農業を推進する。

4,503 みやぎ米推進課 3、15

5
みやぎの有機農業等推
進事業

環境と成長が循環する持続可能性のある農
業の確立を図るため、有機ＪＡＳ認証取得
に向けた支援や環境に配慮した農業生産に
対する理解促進のための取組を行う。

44,789 みやぎ米推進課 15 環

6
環境保全型農業直接支
援対策事業

地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の
高い営農活動に取り組む農業者に対し、取
組面積に応じて国等と共同して交付金を交
付し、環境に配慮した農業を推進する。

174,665 みやぎ米推進課 3、15

7

【新規】
温室効果ガス削減効果
の高い水田輪作体系実
装事業

機械・施設の導入支援や県による伴走型支援を
通じて、「バイオ炭の農地施用」の現場実装を加
速化させ、また、「水稲栽培における中干し期間
の延長」と組み合わせた温室効果ガス削減効果
の高い水田輪作体系の実装を目指す。

3,948 みやぎ米推進課 15 環

8
【新規】
施設園芸環境変動対策
事業

地球温暖化や環境保全に対応するため、夏
季高温対策とCO2削減等の環境負荷低減に対
する取組を組み入れた新たな施設園芸を展
開し、県内への普及拡大を目指す。

8,527 園芸推進課 17 3、15 環

9
家畜由来の堆肥活用促
進事業

地域内の有機物の有効活用を図るため、有
機センターの製品堆肥の利用拡大と利便性
の向上を支援する。

16,470 畜産課 18 3、15
廃
政

10
資源リサイクル畜産環
境整備事業

広域堆肥センターの長寿命化を図るため、
機能診断・評価、機能保全計画の策定、計
画に基づく補修・補強対策工事を実施す
る。

70,688 畜産課

11
【新規】
水上設置型太陽光発電
設備導入支援事業

県有未利用地（農業用ため池の水面）を活
用した水上太陽光発電の実現性を高めるた
め、発電事業者の施設整備を支援する。

0 農村振興課 19 15
債務
負担
行為

小計 0 368,576

施策５　みやぎの農業を支える多様な人材の確保・育成

No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

1
担い手確保・経営強化
支援事業

地域計画が策定されている地域において、
経営発展を図ろうとする担い手が、融資を
活用するなどして農業用機械・施設を導入
する際に補助する。

300,000 農業振興課

2
農業経営基盤強化促進
事業

農業経営の基盤強化を図るため、担い手育
成総合支援協議会の活動を支援するとも
に、農業の担い手が経営改善や農地引受力
の向上等に必要な農業用機械・施設の導入
を補助する。

327,457 農業振興課 10 3、4

3
農業経営者総合サポー
ト事業

就農希望者や経営面で課題を有する農業者
に対し、就農、法人化・経営継承等に関す
る支援体制を整備し、就農サポート・経営
サポートを行う。

13,400 農業振興課 10 3、4

4
【新規】
農業支援サービス事業
導入サポート事業

　農業者の高齢化・減少が進む中において
も農業の持続的な発展を図るため、農業支
援サービス事業者の人材育成や活動の促
進、サービスの提供に要するスマート農業
機械等の導入の取組に対して支援する。

90,000 農業振興課 9 3

5
みやぎの農業参入サ
ポート事業

企業等の農業参入、誘致を積極的に進める
ためのワンストップ相談窓口の設置運営、
受入体制整備等を実施する。

358 農業振興課 9 3、4

6
みやぎ農業次世代育成
プロジェクト推進事業

新規就農者確保に向け、若い世代を対象に
先進的な農業者、農業法人等のもとで農業
体験やお試し雇用就農を実施する。

8,600 農業振興課 11 3、4
創
政
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No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

7
新農業人・中小規模経
営体支援事業

市町村が当該地域の担い手と見込む新農業
人や中小規模経営体等、地域の特性を活か
しながら、意欲を持って新たな品目等への
取組や新技術導入等の取組、または地域の
農地を引き受けて規模拡大を図る取組に対
する支援を行う。

5,000 農業振興課 10 4、10 創

8
【新規】
外国農業人材受入体制
支援事業

多様な農業人材の確保・育成のため、農業
法人等を対象に、外国人材の就労・定着に
必要な環境整備の経費補助や、受入促進に
向けたセミナー開催、ヒアリング調査に基
づく個別支援等を実施する。

7,050 農業振興課 10 4 創

9
アグリビジネス経営体
確保育成事業

（公財）みやぎ産業振興機構との連携を継
続し、農業経営者への個別訪問を重要視す
ることで、農業経営体をフードバリュー
チェーンを担う「ものづくり企業」と捉え
た経営支援を展開するほか、付加価値創出
や園芸産出額の大幅な増大を図る大規模な
園芸生産法人を育成するための施設整備等
の補助により、地域農業を支えるアグリビ
ジネス経営体の確保・育成を図る。

217,014 農業振興課 3、4
発
政

10
農林水産金融対策事業
（農業）

意欲と能力を持つ農業者が必要とする農業
経営を改善するための長期・低利資金、償
還負担を軽減するための資金等に対して利
子補給を行うことにより、円滑な資金の融
通を図る。また、自然災害や社会的・経済
的環境の変化により経営が悪化した農業者
に対し、金融機関や市町村との連携を図り
ながら農業経営の維持・再建等に必要な資
金を融通する。

75,380 農業振興課 4

(農業近代化資金利子補給) (68,382) 農業振興課 4

(農業経営負担軽減支援資金利子補給) (1,508) 農業振興課 4

(農林業災害対策資金利子補給（R3年）) (1,152) 農業振興課 4

(農林業災害対策資金利子補給（R4年）) (1,364) 農業振興課 4

(農林業災害対策資金利子補給（R5年）) (159) 農業振興課 4

(農林業災害対策資金利子補給（R6年）) (568) 農業振興課 4

(農林業災害対策資金利子補給（R7年）) (1,870) 農業振興課 4

(農林業災害対策資金利子補給（R8年）) (377) 農業振興課 4

11
新たな農業担い手育成
プロジェクト

新規就農者の確保・育成に向け、新規就農
ポータルサイトの運営、就農相談対応、資
金の交付、経営発展に必要な機械・施設の
導入など、就農前から就農後まで各就農ス
テージに応じた支援を実施する。

398,964 農業振興課 10 4

（青年農業者育成確保推進事業） (13,950) 農業振興課 10 4

（新規就農者確保事業） (377,414) 農業振興課 10 4

（みやぎ新農業人確保・定着スタートアップ事業） (7,600) 農業振興課 10 4 創

12
みやぎ大規模施設園芸
立地奨励金

農業（園芸）に参入する企業等の誘致を推
進するため、県内に大規模な園芸施設を整
備する法人等に対して奨励金を交付する。

2,051 園芸推進課 3 発

13
【新規】
みやぎの畜産人づくり
支援事業

雇用型研修による畜産担い手育成の取組を
支援する。 13,056 畜産課 10 3、4 創

14
酪農ヘルパー事業運営
強化対策事業

酪農経営の安定的な継続を支援し、ゆとり
ある酪農を実現するため、酪農家が休日を
確保する場合や事故傷病により就業ができ
ない場合、酪農家に代わり飼養管理を行う
酪農ヘルパー事業を推進し、またその運営
基盤の強化を図る。

3,000 畜産課

小計 300,000 1,161,330
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施策６　先進技術等を活用した農業生産の効率化と高度化

No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

1
【新規】
農地集積力強化モデル
実証事業

地域の農地の受け手となる大規模土地利用
型農業経営体を対象とし、試験研究機関等
と連携した調査分析等によるスマート農業
機械と営農管理システムを活用した総合的
な営農モデル実証を行う。

6,673 農業振興課 9 3 創

2
アグリテック活用拡大
定着事業

スマート農業技術等の普及拡大を図るとと
もに、スマート農業技術の支援体制を強化
し、生産性向上を行う。

3,684 10,896 農業振興課 9 3、4
創
政

3 県単独試験研究費

水稲やいちごなど市場ニーズに対応した新
品種の開発・育成に取り組むとともに、農
産物の低コスト、省力化技術や収量・品質
の向上技術の開発を行う。

37,679 農業振興課 3

（農園研） (20,625) 農業振興課 3 廃

（古試） (17,054) 農業振興課 3

4 受託試験研究費

水稲やいちごなど市場ニーズに対応した新
品種の開発・育成に取り組むとともに、農
産物の低コスト、省力化技術や収量・品質
の向上技術の開発を行う。

37,991 農業振興課

（農園研） (21,341) 農業振興課

（古試） (16,650) 農業振興課

5

【新規】
気候変動に適応した持
続可能な農業技術の確
立

本県の農産物の生産における大きなリスク
要因となっている地球温暖化及び気候変動
について、作物・園芸分野における気候変
動適応技術を開発する。

10,658 農業振興課 3 環

6
【新規】
みやぎ米レベルアップ
事業

水稲栽培におけるデジタル技術を活用した
高温対策と高温登熟耐性に優れる新品種の
導入を進め、高温条件下でも安定した宮城
米の生産体制を整備し、品質向上を図る。

15,000 みやぎ米推進課 13 3
創
環

7
【新規】
新規園芸作物調査事業

近年の気候変動に伴い、従来の気象条件下
では栽培が困難であった園芸作物の導入可
能性を探るため、試験場においてバニラ
ビーンズ等の試験栽培を実施するもの。

14,000 園芸推進課 16 3 創

8
みやぎの優良肉用牛生
産振興対策事業

産地間競争の激化、担い手の高齢化及び後
継者不足による肉用牛農家の減少等に対応
するため、優良な種雄牛の造成などの肉用
牛改良対策事業を実施し肉用牛生産の活性
化と増頭を図る。

47,481 畜産課 3

9
デジタル技術による仙
台牛のプレミア化プロ
ジェクト

「霜降りの細かさ」や「脂肪の質」の改良
による仙台牛の食味向上と差別化販売、仙
台牛等のおいしさ成分を含めた評価を行
い、改良の加速化を進めると共に生産性の
向上を図る。

16,264 17,593 畜産課 3
創
政

10 県単独試験研究費

県の特色を活かした畜産物の生産性向上と
高品質化のため、畜産バイテク実用化推
進、飼料作物・牧草適応品種の選定等に取
り組む。

6,129 畜産課

11 受託試験研究費
国の試験研究機関や大学との共同研究等に
より、薬剤削減のための豚抗病性向上手法
などの研究開発を行う。

7,189 畜産課

小計 19,948 211,289

施策７　基盤整備と集積・集約化による農地利用の高度化

No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

1
中山間地域等直接支払
交付金事業

中山間地域等においては、高齢化や人口減
少が著しく、農業生産や集落の維持が難し
くなっており、農業生産条件が不利な地域
の生産条件を補正するため、交付金を交付
し農業生産活動の継続を支援する。

266,552 農山漁村なりわい課 18
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No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

2 農地耕作条件改善事業
担い手への農地集積の推進や高収益作物へ
の転換等を図るための計画策定及び基盤整
備等を実施する。

17,511 農山漁村なりわい課

3 県営農道整備事業費

農業生産性の向上と農産物流通の合理化を
図るほか、農村環境の改善と自然災害時の
地域防災力の強靭化を図る農道網を整備す
る。

86,698 159,012 農山漁村なりわい課 18

4
【新規】
農地集約化促進事業

地域計画の早期実現に向け、農地中間管理
機構を通じた賃借等により、農地の集約化
等に取り組む地域を支援する。

279,262 農業振興課 3

5
地域計画実現促進支援
事業

令和６年度中に策定された地域計画の実現
に向け、各市町村の地域計画をより実行性
高い内容にブラッシュアップするととも
に、地域計画の実現に向けた取組を支援す
る。

1,500 農業振興課 3

6 農地中間管理事業

農地中間管理機構が実施する農用地を借り
入れ、担い手農家等へ貸し付ける事業等に
対して助成することにより、担い手への農
地の集積・集約化を推進する。

270,784 農業振興課 3

7
耕種作物共同利用施設
整備事業

宮城米の持続的な安定生産に必要な穀類乾
燥調製貯蔵施設等の再編集約・合理化に取
り組む産地を支援するもの。

600,000 みやぎ米推進課 14 3

8
新基本計画実装・農業
構造転換支援事業

農業の構造転換の実現に向け、地域農業を
支える老朽化した共同利用施設の再編集
約・合理化に取り組む産地を支援するも
の。

133,336 園芸推進課 14 3

9
県営ほ場整備事業調査
費

農業の競争力強化に向けた生産基盤の整備
を推進するため、地域整備構想作成支援や
計画的な事業計画の調査・策定を行う。

35,700 農村振興課

10
農業農村整備事業実施
計画策定費

農業の競争力強化に向けた生産基盤の整備
を推進するため、計画的な事業計画の調
査・策定を行う。

44,940 農村振興課

11 農地整備事業 4,094,302 4,501,894 農村整備課 3、5、17

（農山漁村地域整備交付金）
農林水産業の基盤整備による大規模化・高
付加価値化を支援し、競争力強化を図り、
もって「攻めの農林水産業」の実現に資す
るものとする。

(16,800) 農村整備課 3、5、17

（農業競争力強化基盤整備事業費）
担い手への農地集積・集約化を図りつつ、
生産効率を高め、高収益作物の導入・拡大
等を図る農地の大区画化・汎用化等の基盤
整備を実施する。

(3,806,925) (1,705,171) 農村整備課 3、5、17

（農業競争力強化基盤整備事業費【機構関
連】）
機構が借り入れている農地等について、農
業者からの申請によらず、農業者の費用負
担や同意を求めない農地の大区画化等の基
盤整備を実施する。

(6,730) (360,360) 農村整備課 3、5、17

（農地耕作条件改善事業費）
地域計画の実現に向け、農地中間管理機構
による担い手への農地集積・集約化の加速
や高収益作物への転換、スマート農業を推
進するため、計画策定から営農定着に必要
な取組をハード事業とソフト事業の両面か
ら支援する基盤整備等を実施する。

(280,647) (2,419,563) 農村整備課 3、5、17

12
農業経営高度化支援事
業

認定農業者等将来の農業生産を担う効率的
かつ安定的な農業を営むと見込まれる者へ
の農用地の利用集積の促進を図る。
農地中間管理機構が借り受けている農地に
ついて区画整理等を行うハード事業と一体
に担い手への農地の集積・集約化を推進す
る。

341,808 農村整備課 3

（農業競争力強化基盤整備事業費） (332,413) 農村整備課 3

（農業競争力強化基盤整備事業費） 【機構関連】 (9,395) 農村整備課 3

小計 4,181,000 6,652,299
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施策８　需要に応じた米生産と水田農業の収益力強化

No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

1
米・麦・大豆食農連携
支援事業

県産米・麦・大豆について、県内生産者又
は生産団体と食品製造業者等が連携して取
り組む商品開発・販路拡大に必要な経費の
一部補助及び連携のためのマッチング会の
開催により、実需者ニーズに対応した県産
米・麦・大豆の生産拡大を実現する。

6,168 13,747
みやぎ米推進課
食産業振興課 3

創
政

（再）

2
水田活用による園芸作
物拡大・定着促進事業

水田における園芸作物への作付転換を推進
するとともに、排水改良により園芸作物の
取組定着を図る。

5,806 みやぎ米推進課 3 政

3
経営所得安定対策等推
進事業

需要に応じた主食用米の計画的な生産と、
水田を有効活用した大豆・麦類や園芸作
物、飼料作物等の作付転換を推進するた
め、農業再生協議会の事業運営に必要な事
務経費を補助する。

242,610 みやぎ米推進課

4
産地づくり体制構築等
支援

畑作物の産地づくりに取り組む地域を対象
とした、体制構築等のための調整や、種子
の確保に係る経費を支援する。また、畑地
化に伴う土地改良区の地区除外決済金等に
ついて支援する。

24,129 みやぎ米推進課

5
みやぎの主要農作物種
子生産体制整備事業

将来にわたって安定的な種子生産体制を維
持し、本県の主要農作物の生産振興に寄与
していくため、原種・原原種生産体制の更
なる安定化、種子品位確保のための体制強
化、種子生産施設等の整備増強を行う。

58,685 みやぎ米推進課 3

6
【新規】
主要農作物等スマート
生産体制強化事業

デジタル技術を活用した種子生産体制の強
化、省力化等により種子生産者を維持・確
保し、安定した種子供給体制を維持、発展
を図る。

30,000 みやぎ米推進課 3 創

7
【新規】
みやぎ米レベルアップ
事業

水稲栽培におけるデジタル技術を活用した
高温対策と高温登熟耐性に優れる新品種の
導入を進め、高温条件下でも安定した宮城
米の生産体制を整備し、品質向上を図る。

15,000 みやぎ米推進課 13 3
創
環

（再）

8
売れるみやぎの麦・大
豆生産拡大事業

実需者ニーズに合った麦類・大豆の品種の
導入や品質の確保、安定供給により、農家
所得の向上を図る。

81,168 みやぎ米推進課 3

小計 6,168 471,145

施策９　先進的大規模拠点を核とした園芸産地の確立

No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

1
みやぎの農業参入サ
ポート事業

企業等の農業参入、誘致を積極的に進める
ためのワンストップ相談窓口の設置運営、
受入体制整備等を実施する。

358 農業振興課 9 3 （再）

2
アグリビジネス経営体
確保育成事業

（公財）みやぎ産業振興機構との連携を継
続し、農業経営者への個別訪問を重要視す
ることで、農業経営体をフードバリュー
チェーンを担う「ものづくり企業」と捉え
た経営支援を展開するほか、付加価値創出
や園芸産出額の大幅な増大を図る大規模な
園芸生産法人を育成するための施設整備等
の補助により、地域農業を支えるアグリビ
ジネス経営体の確保・育成を図る。

217,014 農業振興課 3
発
政

（再）

3
産地生産基盤パワー
アップ事業

産地の収益力向上の実現に向け、低コス
ト、高収益を実現する園芸施設や機械の導
入を支援する。

680,000 園芸推進課 3

4
みやぎの施設園芸ネク
ストステージ事業

大規模施設園芸等で得られたＤＸ技術によ
る生産性向上等の優良事例を、中小規模施
設園芸に横展開し、施設園芸の底上げと高
度化を図るため、ＤＸ技術を備えた園芸施
設の整備やＤＸ機器の導入を支援する。

52,200 園芸推進課 15 3
創
政
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No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

5
はたけまるごと活用事
業

販売ロス軽減や物流改善、露地園芸作物の
生産性向上に向けて、生産者、流通業者、
実需者が連携した計画に対し、必要な機械
等の導入・整備を支援する。

53,000 園芸推進課 15 3
政

（再）

6
みやぎ大規模園芸総合
推進事業

「みやぎ園芸特産振興戦略プラン」に掲げ
る園芸産出額等の目標を達成するため、先
進的大規模園芸の推進等を図る。

25,607 園芸推進課 15 3

7
みやぎ大規模施設園芸
立地奨励金

農業（園芸）に参入する企業等の誘致を推
進するため、県内に大規模な園芸施設を整
備する法人等に対して奨励金を交付する。

2,051 園芸推進課 3
発

（再）

8
いちごの需要拡大対応
型生産体制構築事業

いちごの国内外の需要拡大に対応できる産
地を育成するため、関係機関連携のもと、
担い手確保や若手農業者の育成、作期拡大
技術導入の支援、プロモーション活動等を
行う。

11,734 14,967 園芸推進課 15 3
創
政

9
【新規】
施設園芸環境変動対策
事業

地球温暖化や環境保全に対応するため、夏
季高温対策とCO2削減等の環境負荷低減に対
する取組を組み入れた新たな施設園芸を展
開し、県内への普及拡大を目指す。

8,527 園芸推進課 17 3、15
環

（再）

10
【新規】
新規園芸作物調査事業

近年の気候変動に伴い、従来の気象条件下
では栽培が困難であった園芸作物の導入可
能性を探るため、試験場においてバニラ
ビーンズ等の試験栽培を実施するもの。

14,000 園芸推進課 16 3
創

（再）

11
【新規】
みやぎの花き産地発信
事業

本県花き産業の生産意欲の喚起や消費拡大
を図るため、２０２７年国際園芸博覧会に
出展し、本県の花や緑等、豊かな自然や地
域の魅力を国内外に発信する。

1,000 園芸推進課 復4

小計 11,734 1,068,724

施策10　生産基盤の拡大による畜産の競争力強化

No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

1
畜産生産資材価格高騰
対策緊急経営支援事業

配合飼料価格の高騰により畜産経営が逼迫
している状況の中、飼料高騰対策に取り組
む畜産経営体に対し、当該掛り増し経費の
一部を支援する。

1,423,000 畜産課 重

2
みやぎの畜産牧草生産
緊急支援事業

畜産農家が利用する牧草地に対し、更新を
行った面積に応じて、定額補助を行う。 39,000 畜産課 重

3
学校給食用牛乳価格据
置支援事業

生乳の取引価格が引き上げられた一方、期
中改定が困難な学乳向け生乳の価格が据え
置かれている状況を踏まえ、酪農家に対し
差額相当分を支援する。

18,400 畜産課 重

4
畜産・酪農収益力強化
整備等特別対策事業

畜産クラスター計画を策定した地域に対
し、地域の生産性や収益性向上などに必要
な施設整備や機械導入等を支援する。

44,000 畜産課

5
乳用群検定普及定着化
事業

乳用牛群検定の推進による酪農経営向上を
図る。 4,884 畜産課 3

6
乳用牛群検定指導強化
事業

牛群検定検定員向け研修等の実施、畜産試
験場での精度の高い検定を実施し、モデル
として実証展示を行う。

31,367 畜産課

7 優良種豚選抜推進事業
「しもふりレッド」等の優良種畜を県内養
豚農場へ配布するための維持・増殖、改良
推進を行う。

32,910 畜産課
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No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

8
【新規】
県産銘柄豚生産体制・ブ
ランド強化事業

本県の銘柄肉豚生産を持続的に発展させていく
ため、新たな「しもふりレッド」を活かした県産銘
柄豚の生産体制を強化し、ブランド強化に向け
た検討を行う。

16,974 畜産課 3

9
みやぎの優良肉用牛生
産振興対策事業

産地間競争の激化、担い手の高齢化及び後
継者不足による肉用牛農家の減少等に対応
するため、優良な種雄牛の造成などの肉用
牛改良対策事業を実施し肉用牛生産の活性
化と増頭を図る。

47,481 畜産課 3 （再）

10
第13回北海道全共出品
対策事業

第13回全国和牛能力共進会での上位入賞に
向け、ゲノミック評価を活用しながら、候
補牛を作出するなど、効果的な出品対策を
行う。

1,816 畜産課 3

11
岩出山牧場管理運営費
（老朽化対策）

乳用牛及び肉用牛の預託育成事業、産肉能
力検定事業、優良肉用子牛配布事業を行
い、優良な乳用牛及び肉用牛の生産及び育
成を図る。

125,278 畜産課

12
自給飼料生産総合推進
事業

自給飼料の増産を図るため、効率的な飼料
生産、飼料作物の優良品種の普及拡大を支
援する。また、飼料用イネ専用品種の利用
促進及び作付面積の拡大を図るため、展示
ほの設置・パンフレットの作成を行う。さ
らに、未利用資源の飼料化を推進するた
め、エコフィードのモデル事例の収集、普
及支援を行う。

1,147 畜産課

13
県産飼料増産プロジェ
クト推進事業

県産飼料増産のため、飼料生産組織等の生
産規模拡大を支援する。 2,000 畜産課 3 政

14
デジタル技術による仙
台牛のプレミア化プロ
ジェクト

「霜降りの細かさ」や「脂肪の質」の改良
による仙台牛の食味向上と差別化販売、仙
台牛等のおいしさ成分を含めた評価を行
い、改良の加速化を進めると共に生産性の
向上を図る。

16,264 17,593 畜産課 3
創
政

（再）

15 酪農暑熱対策推進事業
酪農の暑熱対策を支援することで、暑熱に
対応できる酪農生産基盤を確立する。 4,000 畜産課 3

16

【新規】
持続的畜産の実現に向
けた消費と生産の好循
環プロジェクト

消費者と農家を結び付け、地域密着型の生
産消費を促進するため、生産現場での生産
性向上や効率化を図るとともに、顧客の定
着のため銘柄豚肉・鶏卵を原材料とした製
品等の販売会や消費者交流イベントを開催
する。

20,400 畜産課 3
創
発

17
【新規】
温暖化に対応する飼料
作物栽培緊急実証事業

夏季高温による寒地型牧草の夏枯れ・収量
減少に対応するため、関東以西で行われて
いる飼料作物の二毛作栽培技術を県内で実
証・展示し、技術を普及することで自給飼
料収量の確保を図る。

2,000 畜産課 3 環

小計 1,540,664 307,850

基本項目３　ひと・もの・ちえを総動員した持続可能な農村の構築（活力ある農村）

施策11　関係人口と共に創る活力ある農村

No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

1
【新規】
みやぎの次世代農山漁
村サポート事業

農山漁村を支える人材の育成と体制整備の
ため、「地域の将来を担う若い世代」を巻
き込んで行う将来を見据えた取組及び大学
生等と地域住民とが協働して行う取組に対
するサポート支援を行う。

14,000 農山漁村なりわい課 16 創

2
農泊地域の周遊ビジネ
スモデル事業

農泊地域間広域連携モデル地区を設定し周
遊性の向上と滞在時間の長期化により収益
性の向上を図るとともに、インバウンド等
多様なニーズに対応した受入環境整備する
ことで持続可能な農泊ビジネスの仕組みづ
くりを支援する。

8,478 農山漁村なりわい課 6 2 創
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No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

3
中山間地農業ルネッサ
ンス推進事業

中山間地域において、複数の農村集落の機
能を補完する「農村型地域運営組織（農村
ＲＭＯ）」の形成を推進するため、地域協
議会が農村ＲＭＯを目指して行う実証事業
等の取組を支援するほか、地域の所得向上
に向けた取組や地域の創意工夫にあふれる
取組等を支援する。

39,460 農山漁村なりわい課

4
むらまち交流拡大推進
事業

農山漁村地域における都市住民やインバウ
ンドの体験、宿泊受け入れ体制の整備を図
るため、各種研修会の開催などによる情報
発信等を実施する。

3,832 農山漁村なりわい課 2 （再）

5
【新規】
農山漁村体験おもてな
し支援事業

農山漁村に複数回来訪する機会の創出と各
地域間の連携により周遊性を向上させ、新
たな交流人口及び関係人口の増加により農
山漁村地域の所得向上につなげる。

10,500 農山漁村なりわい課 5 2 宿

小計 0 76,270

施策12　地域資源を活用した多様ななりわいの創出

No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

1
地域資源活用価値創出
対策交付金事業

多様な地域資源を活用した新事業・付加価
値創出の取組を促進し、農山漁村地域にお
ける雇用機会の確保、所得の向上を図るた
め、農林漁業者等による６次産業化や、他
分野との連携、新技術の活用等による新商
品の開発等を支援する。

18,920 農山漁村なりわい課 3

2
地域資源活用型なりわ
いづくり事業

多様な地域資源を活用し、農林漁業者をは
じめ多様な事業主体が実施する幅広い新規
事業等の「なりわい」創出を促進するた
め、地域資源を活用した新商品・サービス
の開発をソフト・ハード面から支援する。
さらに、地域の拠点としての農林水産物直
売所の機能強化を図るために取り組む新た
な事業に対し支援する。

9,635 農山漁村なりわい課 3 創

3
農山漁村ニュービジネ
ス創出事業

地域資源を活用した新たな事業の創出を促
進するため、農林漁業者のニーズに合った
多様な事業者を情報提供するウェブサイト
を構築し、事業者間の連携を活発化させる
ことにより、新たなビジネスの創出を支援
する。

5,000 農山漁村なりわい課 3 創

4
中山間地農業ルネッサ
ンス推進事業

中山間地域において、複数の農村集落の機
能を補完する「農村型地域運営組織（農村
ＲＭＯ）」の形成を推進するため、地域協
議会が農村ＲＭＯを目指して行う実証事業
等の取組を支援するほか、地域の所得向上
に向けた取組や地域の創意工夫にあふれる
取組等を支援する。

39,460 農山漁村なりわい課 （再）

小計 0 73,015

施策13　野生鳥獣による農作物被害対策の強化とジビエ利活用の拡大

No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

1
野生鳥獣放射能対策事
業

出荷制限一部解除認定の県内施設における
イノシシ及びニホンジカ肉について、放射
性物質の測定を行い、個体ごとの出荷の可
否を確認する。

9,482 農山漁村なりわい課 1 復3 （再）

2 鳥獣害防止対策事業

野生鳥獣による農作物被害を低減させるた
め、市町村や協議会等が実施する侵入防止
柵の設置や有害捕獲活動等の取組を支援す
る。

492,028 農山漁村なりわい課 8 復3、16

3
【新規】
野生鳥獣被害防止対策
事業

ツキノワグマの出没による人身被害等の防
止を目指し、農業者等が安全に生活・営農
できるよう、ツキノワグマを寄せ付ける誘
引物となりうる放任果樹の伐採等について
継続的かつ計画的に支援を行うもの。

90,000 農山漁村なりわい課 7 16

小計 0 591,510
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施策14　地域資源の保全管理による営農・農村環境の維持

No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

1
中山間地域等直接支払
交付金事業

中山間地域等においては、高齢化や人口減
少が著しく、農業生産や集落の維持が難し
くなっており、農業生産条件が不利な地域
の生産条件を補正するため、交付金を交付
し農業生産活動の継続を支援する。

266,552 農山漁村なりわい課 16、18 （再）

2
みやぎの地域資源保全
活用支援事業

農地や土地改良施設等の地域資源の利活用
や地域住民活動を促進するため、各圏域の
ニーズに応じた活動への支援や地域住民活
動への補助及び人材育成研修等を実施す
る。

13,000 農山漁村なりわい課 16、18

3 多面的機能支払事業

農業・農村の有する多面的機能の維持・発
揮を図る地域において、地域資源の適切な
保全管理を推進するため、交付金を交付
し、農業者等が共同で取り組む地域活動を
支援する。

2,209,755 農山漁村なりわい課 16

4 県営農道整備事業費

農業生産性の向上と農産物流通の合理化を
図るほか、農村環境の改善と自然災害時の
地域防災力の強靭化を図る農道網を整備す
る。

86,698 159,012 農山漁村なりわい課 18 （再）

小計 86,698 2,648,319

施策15　農業・農村の強靱化による地域防災力の強化

No. 事業名 事業内容
R7年度

補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

担当課（室）
主要

事業No
将来 ビジョン その他 備考

1 農村総合整備事業費
農村集落の生活環境と農業生産基盤を計画
的かつ一体的に整備する市町村に補助す
る。

46,550 農山漁村なりわい課

2
農業水路等長寿命化防
災・減災事業

農業の持続的な発展を後押しするため、農
業生産活動の基盤となる農業水利施設の長
寿命化対策、省力化対策及び防災減災対策
を実施する市町村に対し補助する。

16,941 農山漁村なりわい課

3 農村整備事業費
農業集落排水施設の強靱化対策として、施
設整備や機能診断等を実施する市町村に対
して補助する。

209,384 農山漁村なりわい課

4
田んぼダム普及拡大推
進事業

「田んぼダム」の普及に向けて、普及活動
を展開するとともに、効果検証等を実施す
る。

5,500 農村振興課 16、17

5
農村地域防災減災事業
調査計画費

農地・農業用施設及び人命や公共施設に被
害を及ぼす恐れのある農業用施設につい
て、防災・減災対策を実施するための計画
樹立に必要な調査・測量・設計を行う。

20,413 123,952 農村振興課

6
水利施設等保全高度化
事業実施計画策定費

用排水施設の新設・改修を行うための実施
計画を策定する。 88,305 農村振興課

7 農地整備事業

（農業競争力強化基盤整備事業費）【国土
強靭化】
担い手への農地集積・集約化を図りつつ、
生産効率を高め、高収益作物の導入・拡大
等を図る農地の大区画化・汎用化等の基盤
整備を実施する。

2,571,546 農村整備課 3、5、17

8
土地改良施設突発事故
復旧事業

基幹的な土地改良施設である頭首工、用排
水機場等において、突発事故に対する復旧
工事を行う。

21,348 農村整備課

9
国営造成施設管理体制
整備促進事業

（水利施設管理強化事業）
大規模な国営造成施設の役割に応じた支援
を行う。

203,102 農村整備課
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10 水利施設整備事業 21,010 1,937,031 農村整備課 17

（農山漁村地域整備交付金）
農業水利施設の整備や老朽化が進行する施
設の機能を維持するための長寿命化対策を
実施する。

(817,157) 農村整備課 17

（農業競争力強化基盤整備事業費）
農業水利施設の整備や老朽化が進行する施
設の機能を維持するための長寿命化対策の
実施、施設の機能保全計画を策定する。

(21,010) (468,559) 農村整備課 17

（農業水路等長寿命化・防災減災事業）
農業の持続的な発展を後押しするため、農
業生産活動の基盤となる農業水利施設の機
能診断、機能保全計画の策定、施設の長寿
命化や省力化に資する対策を行う。

(651,315) 農村整備課 17

11
県営造成施設管理体制
整備促進事業

県営造成施設を対象に市町村が事業主体と
なり、管理を担っている土地改良区の管理
技術の向上、管理体制の整備・強化を図る
ための支援活動に対して助成を行う。

20,500 農村整備課 18

12
基幹水利施設保全管理
技術向上研修事業

基幹水利施設の長寿命化とその有効活用を
図るため、土地改良事業団体連合会が土地
改良区職員や市町村職員等を対象とした研
修や指導等を行い、ストックマネジメント
技術等の習得を図る。

3,470 農村整備課

13 基幹水利施設管理事業

国営造成の基幹水利施設のうち、受益面積
が1、000ha以上で公共性・公益性の高い施
設について、県及び市町村がが事業主体と
なって施設の維持管理及び整備補修を行
う。

331,060 農村整備課

14
土地改良施設機能診断
事業

土地改良施設の長寿命化を図るため、設備
毎に劣化度合いを測定・評価し、予防保全
対策に必要な施設診断カルテ及び設備補修
年次計画を作成するとともに、必要な小規
模補修工事を実施する。

20,000 農村整備課 18

15
土地改良施設維持管理
適正化事業

土地改良施設の機能低下の回復及び長寿命
化を図るため、施設の定期的な補修・補強
を実施する。

98,944 農村整備課

16
地すべり防止施設管理
事業

地すべり防止区域及び地すべり施設の管理 13,300 農村防災対策室

17 海岸堤防管理事業 海岸保全区域及び海岸保全施設の管理 2,000 121,712 農村防災対策室

18 農地防災事業

農業用排水施設の耐用年数が超過する以前
において、立地条件の変化により被害を生
じる恐れのある地域で、これを防止するた
め、施設の新設や改修等を実施する。

332,880 1,907,790 農村防災対策室 17

（農山漁村地域整備交付金）
築造後における自然的、社会的状況の変化
等により早急に整備を要する用排水機場、
水路等の新設や改修等を実施する。

(186,690) 農村防災対策室 17

（用排水施設等整備事業）
湛水被害を防止するため、排水機場、排水
樋門等の新設や改修等を実施する。

(934,500) 農村防災対策室 17

（用排水施設等整備事業【国土強靱化】）
湛水被害を防止するため、排水機場、排水
樋門等の新設や改修等を実施する。

(332,880) 農村防災対策室 17

（農業用河川工作物等応急対策事業）
（農業用河川工作物等応急対策事業(処分場
周辺整備)）
災害発生のおそれがある農業用河川工作物
等の整備を実施する。

(716,100) 農村防災対策室 17

（長寿命化・防災減災対策事業(農業用用排
水施設整備））
施設の機能低下を回復し、被害の発生を未
然に防ぐための整備を実施する。

(70,500) 農村防災対策室 17
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19
防災重点農業用ため池
緊急整備事業

防災重点農業用ため池の決壊による、下流
域への被害を防止するため、地震・豪雨評
価並びに劣化度状況評価の結果を踏まえ、
必要な防災工事を実施する。また雨量計や
水位計等の観測機器の設置等の整備を行
う。

289,284 518,944 農村防災対策室 17

防災重点農業用ため池の決壊による下流域
への被害を防止するため、地震・豪雨評価
並びに劣化度状況評価の結果を踏まえ、必
要な防災工事を実施する。また監視カメラ
や水位計等の観測機器の設置等の整備を行
う。

(518,944) 農村防災対策室 17

【国土強靭化】防災重点農業用ため池の決
壊による、下流域への被害を防止するた
め、地震・豪雨評価並びに劣化度状況評価
の結果を踏まえ、必要な防災工事を実施す
る。また監視カメラや水位計等の観測機器
の設置等の整備を行う。

(289,284) 農村防災対策室 17

20
農業水利施設危機管理
対策事業

農業用ため池の転落等による水難事故の防
止をはかるため。安全施設（救助ネット、
ネットフェンス等整備を行う。

11,775 農村防災対策室

21
長寿命化・防災減災対
策事業

防災重点農業用ため池の適切な保全管理の
ため、ため池管理者に対する保全活動支援
等を行う「ため池サポートセンター」を運
営するとともに、ため池の廃止工事を実施
する。

127,897 農村防災対策室 17

22 農地災害復旧事業

農地が災害により被害を受けた場合に、国
からの経費の一部の補助又は負担により、
市町村等が主体となって行う災害復旧事
業。

2,000 農村防災対策室

23
農業用施設災害復旧事
業

農業用施設が災害により被害を受けた場合
に、国からの経費の一部の補助又は負担に
より、市町村等が主体となって行う災害復
旧事業。

6,300 農村防災対策室

24 県営災害復旧事業

農地農業用施設が災害により被害を受けた
場合に、、国からの経費の一部の補助又は
負担により、県が主体となって行う災害復
旧事業。
また、県管理施設（農地海岸）を復旧する
公共土木施設災害復旧事業。

513,000 農村防災対策室

小計 3,237,133 6,348,805

R7年度
補正予算
（千円）

R8年度
当初予算
（千円）

9,446,097 20,705,597合計（再掲事業重複含む）
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